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　この地方の地形は台地およぴ沖積低地からなり，

前者は急斜面をもって後者に接している．調査地は

この沖積低地を貫流する利摂川の河川敷に属し，き

わめて平坦で，標高はおおよそ2～4mである一

この地方の地質は，上位より，沖積層，関東火山灰

層，成田層群，上総層群およぴいわゆる基盤岩類か

らなることが知られている．これらのうち。台地を

構成しているのは，成田層群およびこれを不整合に

被覆する関東火山灰層である・沖積低地は・いうま

でもなく，沖積層からなっている・基盤岩類は地表

では見られないが，この付近の二，三の坑井はこれ

に達しており，関東山地のものとよく似た構成の先

第三系が，この地方にも伏在していることが知られ

ている．

　坑井地質から知られる地下地質

　本研究に際Lて，調査砧内には，実験測線2に沿

って，B－1～7の7本の試験井が掘削された（図

一一1）．これら試験井の深度およぴ請負によって笑

施した試験などは次の表に示すとおりである・

表一1 試験井一覧

番号 深度⑫） 標準貿入試験

纐 纐
B－1 20 O O
B－2 20 ○ ○

B－3 20 O ○

B‘4 80 ○ O ○ O
B－5 30 O O
B－6 35 ○ ○ O ○

B－7 20 O O

‡調査員（字都宮犬学）

　調査地の地質は，表土を除いて，上位の沖積層お

よぴ下位の洪積層に2犬別される・表土の厚さは・

B－2，B－3，B－4，B－5およぴB－7の各
井において，それそれ0．65皿，阯妨m，0．65m，

0．80血および1．00㎜である．一方，B－1およ

びB－6の両井においては，表土は見られない・図

一2は以上の諸坑井の地質の相互関係を示したもの

であるが，坑口の標高の正確な値が与えられておら

ず，またそれら相互の高度差は対比線によって示さ
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れる地下構造を左右するほど大きくないので，本図

においては坑口を水平に揃えておいた．

　沖積層は上位のA1部層およぴ下位のA2部層に

細分される（図一2）．図一2にも見られるように，

本層の基底を示す対比線は下位の洪積層中の対比線

を明らかに切っており，本層の基底が不整合である

ことには疑問の余地がない．

　AI部層は主として暗青灰色ないし暗灰色の細砂

あるいはシルト質細砂からなり・貝殻およぴ腐植物

を少量含んでいる．厚さは4m強ないし6皿弱

である．N値はおおよそ5～1Oである．層相およ

ぴ化石から見て，本部層は4000～5000年前とい

われている沖積世の海進の頂点より後の堆積物であ

ると判断される．

　B－1～6の諸坑井のA2部層は層相・層厚とも

によく似ているが・B－7井のそれはこれらと趣を

異にLている．前者のA2部層は主として暗灰色の

シルトからなり，貝殻および腐植物を多量に含んで

いる．厚さは9㎜強ないし10皿強である．N値

は0で。きわめて軟弱な粘性土であることを示して

いる．B－7井のA2部層は，上位より，暗灰色の

砂質シルト，暗青灰色の細砂，暗灰色のシルト質細

砂および暗灰色のシルトの4部分に分けられ，それ

それの厚さは47皿，29血，3－0㎜および55m

（’掘止めまで）　である．以上の各部分ともに貝殻

およぴ腐植物を含んセいるが，上位の砂質シルトお

よび下位のシルトにおいては少量である．N値は，

上位の砂質シルトにおいて1，中位1の細砂およびシ

ルト質細砂において7～12（下位ほど大きい），ま

た下位のシルトにおいて0～3である、

　以上に述ぺた沖積層の下に不整合に横たわる細砂

を主とする洪積層の層位については，資料不足のた

め，断定的なことはいえないが1図一2に示されて

いるように，沖積層がまったく水平に横たわってい

る一のに対して，洪積層中の対比線は北西側への傾斜が

あることを明らかに示しているので1この地下の洪

積層が地蔵堂層以下の層位のものであることは明ら

かである．この問題にっいては，昭和41年度に予

定されている1OO㎜試験井の資料の入手をまって，

改めてくわしく論ずることにする．

　調査地内で行たわれた屈折法地震探査の結果によ

れぱ1ここでは次の表に示すような遠度層の分布が

見られる．

表一2　　速度層一覧

速度層
地口波速度m／9㏄浅部探査　　　深部探査

第1層 340～　　380　　　　340～　　380

第2層
L035～L250　　　　μ275～L520L450～エ490

第3層 1，640～1，675　　　L630～1I675

第4層 （L750）

　解析図に示された以上の各速度層の深度分布，お

よび各試験井の坑井地質から見て，以上の第1層，

第2層およぴ第3層が，それそれ先に述ぺた表土，

沖積層および洪積層に対応するものであることは明助・である・
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